
(57)【要約】

【課題】　穿刺針の刺入において、刺入経路のブライン

ドを少なく保ち、水袋と針ガイドとの密着性を向上させ

、水袋の清掃や消毒を容易に行うことが可能な穿刺アダ

プタ及び穿刺用超音波プローブを提供すること。

【解決手段】　被検体に対し超音波による走査を行う超

音波プローブ１０に装着され、被検体に対し刺入する穿

刺針Ｎの被検体への刺入をガイドするための穿刺アダプ

タ５０に、スリット２１が形成された柔軟性を有する水

袋２０と、スリットに密着し、穿刺針を被検体内におけ

る超音波の走査範囲内へガイドするための穿刺ガイド３

０とを備えたことを特徴とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 対 し 超 音 波 に よ る 走 査 を 行 う 超 音 波 プ ロ ー ブ に 装 着 さ れ 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺
入 す る 穿 刺 針 の 前 記 被 検 体 へ の 刺 入 を ガ イ ド す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て 、
　 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 柔 軟 性 を 有 す る 水 袋 と 、
　 前 記 ス リ ッ ト に 密 着 し 、 前 記 穿 刺 針 を 前 記 被 検 体 内 に お け る 前 記 超 音 波 の 走 査 範 囲 内 へ
ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 部 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 袋 の ス リ ッ ト は 、 前 記 走 査 方 向 の 一 端 側 か ら 走 査 方 向 に 平 行 で 且 つ 前 記 超 音 波 の
走 査 範 囲 内 に 切 れ 込 み 、
　 前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 ス リ ッ ト を 前 記 一 端 側 か ら 前 記 走 査 範 囲 で か つ 前 記 被 検 体 側 に
貫 通 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 水 袋 を 前 記 被 検 体 側 に 当 接 可 能 に 囲 ん で 収 容 し 、 前 記 ス リ ッ ト 側 と 外 側 と を 連 通 す
る と と も に 前 記 ガ イ ド 部 材 が 挿 抜 可 能 と さ れ た 開 口 を 有 す る ホ ル ダ を 更 に 備 え た 請 求 項 １
ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 袋 は 、
　 注 水 を す る た め の 注 水 部 を 有 し 、
　 空 の 状 態 で 前 記 ホ ル ダ に 収 容 さ れ 、 且 つ 、 そ の ス リ ッ ト に 前 記 ガ イ ド 部 材 が 挿 入 さ れ た
段 階 で 、 外 側 か ら 前 記 注 水 部 を 通 し て 注 水 さ れ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 は 複 数 用 意 さ れ 、 そ れ ぞ れ 前 記 穿 刺 針 を 前 記 被 検 体 内 に お け る 前 記 超 音
波 の 走 査 範 囲 内 へ 異 な る 角 度 で ガ イ ド す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 穿 刺
ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 袋 の 前 記 被 検 体 側 の 面 が 前 記 走 査 方 向 に 傾 斜 し 、
　 前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 被 検 体 側 の 面 と 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 側 の 面 と の 間 の 距 離 が 大 き い
側 に 形 成 さ れ る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 検 体 に 対 し 超 音 波 に よ る 走 査 を 行 い 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿 刺 針 の 前 記 被 検 体
へ の 刺 入 を ガ イ ド す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ が 装 着 さ れ た 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ は 、
　 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 柔 軟 性 を 有 す る 水 袋 と 、
　 前 記 ス リ ッ ト に 密 着 し 、 前 記 穿 刺 針 を 前 記 被 検 体 内 に お け る 前 記 超 音 波 の 走 査 範 囲 内 へ
ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 部 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 穿 刺 針 を 被 検 体 に 刺 し 入 れ て 患 部 の 組 織 を 採 取 又 は 治 療 す る 穿 刺 術 に 用 い ら
れ る 穿 刺 ア ダ プ タ 及 び 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る も の で 、 特 に 、 水 袋 を 備 え る も の に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 体 で あ る 生 体 の 体 表 に 当 接 さ せ て 、 生 体 内 に 超 音 波 ビ
ー ム を 発 射 し 、 生 体 組 織 の 境 界 で 反 射 し て 生 じ る 反 射 波 を 再 び 超 音 波 プ ロ ー ブ で 受 信 し 、
診 断 に 用 い る 生 体 内 の 断 層 画 像 を 再 構 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 そ の 超 音 波 診 断 装 置 に 用 い ら れ る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 体 表 と の 当 接 面 は 一 般 的 に 弾 性 が な
い 。 そ の た め に 、 例 え ば 体 表 の 凹 凸 形 状 に よ り 超 音 波 プ ロ ー ブ の 当 接 面 と 体 表 と の 間 に 隙
間 を 生 じ る と 超 音 波 が 伝 達 さ れ な い た め 、 隙 間 を 生 じ た 部 分 の 画 像 を 得 る こ と が で き な い
場 合 が あ っ た 。 そ こ で 、 体 表 と の 間 に 隙 間 を 生 じ な い よ う に 、 例 え ば 超 音 波 プ ロ ー ブ の 当
接 面 側 に 水 が 収 容 さ れ た 水 袋 を 装 着 し 、 水 袋 を 体 表 に 当 接 さ せ ス キ ャ ン す る よ う に し た も
の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 水 袋 を 装 着 す る こ と に よ り 、 超 音 波 ビ ー ム の フ ォ ー カ ス 点 を オ フ セ ッ ト さ せ 、 体
表 に 近 い 部 分 の 分 解 能 を 向 上 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 水 袋 は 、 体 表 近 傍 を
診 断 す る 場 合 に も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 注 射 針 等 の 穿 刺 針 を 生 体 内 に 刺 入 し て 、 腫 瘍 な ど の 組 織 の 採 取 等 の 検 査 や 、 薬 剤
の 局 所 投 与 或 い は 穿 刺 針 か ら の マ イ ク ロ 波 や ラ ジ オ 波 の 照 射 等 の 温 熱 治 療 な ど を 行 う 穿 刺
術 が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 穿 刺 術 は 、 損 傷 に よ り 大 出 血 を 起 こ す 危 険 性 の あ る 血 管 な
ど を 避 け る た め に 、 或 い は 、 目 的 で あ る 腫 瘍 な ど の 組 織 に 対 し て 確 実 に 穿 刺 す る た め に 、
一 般 的 に は 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 断 層 画 像 を 参 照 し な が ら 行 わ れ て い る 。
　 こ の よ う な 断 層 画 像 を 用 い る 穿 刺 術 に お い て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 上 述 し た 水 袋 が 用 い ら
れ る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 水 袋 の 側 面 に 穿 刺 針 を ガ イ ド す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ を 設 け た
も の が あ る 。 し か し 、 こ の よ う な 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 い た 場 合 、 刺 入 開 始 位 置 は 、 生 体 に お
け る 断 層 画 像 と し て 表 示 さ れ る 範 囲 の 外 側 に な っ て し ま う 。 し た が っ て 、 刺 入 開 始 位 置 か
ら 断 層 画 像 と し て 表 示 さ れ て い る 生 体 の 範 囲 に 達 す る ま で の 間 の 刺 入 経 路 は 、 刺 入 針 の 像
が 断 層 画 像 上 に 表 示 さ れ な い （ ブ ラ イ ン ド ） 状 態 と な る 。 つ ま り 、 そ の 間 は 血 管 な ど の 存
在 を 確 認 で き な い の で 、 穿 刺 術 を 行 う 上 で 安 全 上 の 問 題 を 有 す る 場 合 が あ っ た 。 ま た 、 穿
刺 対 象 が 体 表 に 近 い 場 合 に は 、 穿 刺 針 を 大 き く 傾 け な け れ ば な ら ず 、 刺 入 し 難 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 、 水 袋 に 貫 通 穴 を 設 け て 貫 通 穴 に 針 ガ イ ド を 貫 通 さ せ 、 針 ガ
イ ド の 中 空 部 に 穿 刺 針 を 挿 入 し て 穿 刺 を 行 う よ う に し た 穿 刺 ア ダ プ タ を 取 り 付 け た も の が
あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ １ ６ １ ３ ７ 号 公 報 （ 段 落 〔 ０ ０ ２ ７ 〕 － 〔 ０ ０ ３ ２ 〕 、 第
７ 図 乃 至 第 １ ０ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 貫 通 穴 で あ る た め に 以 下 の よ う な
問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 水 袋 の 貫 通 穴 が 針 ガ イ ド に 密 着 す る 際 に 貫 通 穴 に し わ を 発 生 し 密 着 す る 。 そ し て
し わ に よ り 貫 通 穴 よ り 下 流 側 へ の 超 音 波 の 伝 達 が 阻 害 さ れ 画 像 が 大 き く 劣 化 す る 場 合 が あ
っ た 。 ま た 、 異 な る 穿 刺 方 向 で 穿 刺 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 角 度 に 応 じ た 貫 通 穴 を 有 す る 水
袋 が 必 要 で 、 穿 刺 方 向 を 変 化 さ せ る た め に は 貫 通 穴 の 向 き の 異 な る 水 袋 を 備 え た 穿 刺 ア ダ
プ タ を 複 数 準 備 す る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 穿 刺 術 を 行 っ た 後 の 貫 通 穴 の 清 掃 や 消 毒 は 容 易
で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 穿 刺 針
の 刺 入 に お い て 、 刺 入 経 路 の ブ ラ イ ン ド を 少 な く 保 ち 、 水 袋 と 針 ガ イ ド と の 密 着 性 を 向 上
さ せ 、 水 袋 の 清 掃 や 消 毒 を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 な 穿 刺 ア ダ プ タ 及 び 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー
ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 被 検 体 に 対 し 超 音 波 に よ る 走 査 を 行
う 超 音 波 プ ロ ー ブ に 装 着 さ れ 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿 刺 針 の 前 記 被 検 体 へ の 刺 入 を
ガ イ ド す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 柔 軟 性 を 有 す る 水 袋 と 、
前 記 ス リ ッ ト に 密 着 し 、 前 記 穿 刺 針 を 前 記 被 検 体 内 に お け る 前 記 超 音 波 の 走 査 範 囲 内 へ ガ
イ ド す る た め の ガ イ ド 部 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 水 袋 の ス リ ッ ト は 、 前 記 走 査 方 向 の 一 端 側 か ら 走 査
方 向 に 平 行 で 且 つ 前 記 超 音 波 の 走 査 範 囲 内 に 切 れ 込 み 、 前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 ス リ ッ ト
を 前 記 一 端 側 か ら 前 記 走 査 範 囲 で か つ 前 記 被 検 体 側 に 貫 通 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 水 袋 を 前 記 被 検 体 側 に 当 接 可 能 に 囲 ん で 収 容 し 、 前
記 ス リ ッ ト 側 と 外 側 と を 連 通 す る と と も に 前 記 ガ イ ド 部 材 が 挿 抜 可 能 と さ れ た 開 口 を 有 す
る ホ ル ダ を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 水 袋 は 、 注 水 を す る た め の 注 水 部 を 有 し 、 空 の 状 態
で 前 記 ホ ル ダ に 収 容 さ れ 、 且 つ 、 そ の ス リ ッ ト に 前 記 ガ イ ド 部 材 が 挿 入 さ れ た 段 階 で 、 外
側 か ら 前 記 注 水 部 を 通 し て 注 水 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ガ イ ド 部 材 は 複 数 用 意 さ れ 、 そ れ ぞ れ 前 記 穿 刺 針 を
前 記 被 検 体 内 に お け る 前 記 超 音 波 の 走 査 範 囲 内 へ 異 な る 角 度 で ガ イ ド す る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 水 袋 の 前 記 被 検 体 側 の 面 が 前 記 走 査 方 向 に 傾 斜 し 、
前 記 ス リ ッ ト は 、 前 記 被 検 体 側 の 面 と 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 側 の 面 と の 間 の 距 離 が 大 き い 側
に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 被 検 体 に 対 し 超 音 波 に よ る 走 査 を 行 い 、 前 記 被 検 体 に 対
し 刺 入 す る 穿 刺 針 の 前 記 被 検 体 へ の 刺 入 を ガ イ ド す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ が 装 着 さ れ た 穿
刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ た 柔 軟 性 を 有 す
る 水 袋 と 、 前 記 ス リ ッ ト に 密 着 し 、 前 記 穿 刺 針 を 前 記 被 検 体 内 に お け る 前 記 超 音 波 の 走 査
範 囲 内 へ ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 部 材 と を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ ま た は 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 水 袋 に 超 音 波 走 査 方
向 の 一 端 側 か ら 走 査 方 向 に 平 行 で 且 つ 超 音 波 の 走 査 範 囲 内 に 切 れ 込 む ス リ ッ ト を 形 成 し 、
穿 刺 針 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 材 が そ の ス リ ッ ト を 一 端 側 か ら 走 査 範 囲 で か つ 被 検 体 側 に 貫
通 す る の で 、 穿 刺 針 の 刺 入 開 始 位 置 が 走 査 範 囲 内 と な る た め に 刺 入 経 路 の ブ ラ イ ン ド を 少
な く 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ガ イ ド 部 材 が 貫 通 す る の は ス リ ッ ト で あ り か つ 水 袋 に 柔 軟 性 が あ る の で ガ イ ド 部
材 と の 密 着 性 が 向 上 す る 。 そ の 結 果 、 断 層 画 像 の 画 質 劣 化 を 抑 え る こ と が 可 能 で あ る 。 ま
た 、 ス リ ッ ト 形 状 で あ る か ら 、 広 げ る こ と が 可 能 で あ る か ら 清 掃 や 消 毒 が 容 易 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 様 々 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な
が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 〔 構 成 〕
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 図
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１ に 示 す よ う に 、 本 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 の 走 査 を 行 っ て 断 層 画 像 を 生 成 す る
た め の プ ロ ー ブ 本 体 （ 超 音 波 プ ロ ー ブ ） １ ０ と 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 を 備 え 、 矢 印 方 向 に 超 音 波 の 走 査 を 行 う プ ロ ー ブ 面
１ ４ を 有 す る 探 触 子 部 １ １ と 、 探 触 子 部 １ １ と は 反 対 側 に 設 け ら れ た 操 作 者 が 把 持 す る た
め の 把 持 部 １ ２ と 、 把 持 部 １ ２ の 端 部 に は 接 続 ケ ー ブ ル １ ３ が 連 設 さ れ て い る 。 接 続 ケ ー
ブ ル １ ３ は 図 示 し な い 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ る 。 超 音 波 診 断 装 置 は 、 プ ロ ー ブ 本 体 １
０ で 受 信 さ れ る 反 射 波 か ら で 断 層 画 像 を 再 構 成 す る 機 能 を 有 し 、 超 音 波 診 断 装 置 の モ ニ タ
の 表 示 手 段 な ど に 表 示 す る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 は 穿 刺 ガ イ ド ラ イ ン を 生 成 し て モ ニ タ
に 重 畳 表 示 す る な ど の 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ は 、 ホ ル ダ ４ ０ 、 水 袋 ２ ０ 及 び 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ は 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の 探 触 子 部 １ １ 側 に 、 水 袋 ２ ０ と プ ロ ー ブ 面 １ ４
と 当 接 す る よ う に 図 示 し な い 装 着 機 構 に よ り 装 着 さ れ る 。 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の プ ロ ー ブ 本
体 １ ０ へ の 装 着 機 構 は 、 例 え ば 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ に ロ ッ ク 爪 な ど を 設 け 、 プ ロ ー ブ 本 体 １
０ に ロ ッ ク 爪 に 対 応 し て 凹 部 を 形 成 し て お き 、 ロ ッ ク 爪 を 凹 部 に 係 止 す る な ど で よ い 。 Ｎ
は 、 穿 刺 針 で 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ に 備 え ら れ た 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ に よ り ガ イ ド さ れ 、 穿 刺 針
出 口 ３ ６ か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ に つ い て 図 ２ 、 図 ３ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ２ は 、 穿 刺 ア
ダ プ タ ５ ０ を 構 成 す る 各 部 を 示 す 分 解 構 成 図 で 、 図 ３ は 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ の 断 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ホ ル ダ ４ ０ は 、 箱 状 で 、 そ の 箱 の 上 側 は 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ に 装 着 す る た め の 装 着 機 構
（ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。 ま た 、 上 側 に は 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の プ ロ ー ブ 面 １ ４ と 略 平 行 な
上 開 口 部 ４ １ が 形 成 さ れ 、 下 側 す な わ ち 被 検 体 で あ る 生 体 の 体 表 側 に は 、 超 音 波 の 走 査 方
向 に プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の プ ロ ー ブ 面 １ ４ に 対 し 傾 斜 す る 水 袋 ２ ０ の 下 面 ２ ４ を 被 検 体 の 体
表 に 当 接 さ せ る た め の 下 開 口 部 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 等 に よ り 成 型
加 工 さ れ た も の で あ る 。 ま た 、 下 開 口 部 ４ ２ の 縁 に は 、 内 向 に リ ブ 状 の 係 止 リ ブ ４ ３ が 形
成 さ れ て い る 。 そ し て 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ の 超 音 波 の 走 査 方 向 に 装 着 さ れ る 穿 刺 ア ダ プ タ
５ ０ の 走 査 方 向 の 一 方 の 側 面 に 、 穿 刺 針 Ｎ を ガ イ ド す る 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ を 取 り 付 け る た め
の 取 付 け 穴 （ 開 口 ） ４ ５ が 形 成 さ れ て い て い る 。 本 例 で は 、 取 付 け 穴 ４ ５ は 体 表 と の 距 離
が 大 き い 方 の 側 面 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 取 付 け 穴 ４ ５ に は 後 述 の 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の ロ
ッ ク 爪 ３ ４ を 係 止 す る 係 止 部 ４ ７ を 有 す る 。 ま た 、 他 方 の 側 面 に は 、 水 袋 ２ ０ を 収 容 し た
後 に 水 袋 ２ ０ へ の 注 水 を 可 能 に す る 注 水 口 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 本 例 で は 下 開 口
部 ４ ２ が プ ロ ー ブ 面 １ ４ に 対 し 傾 斜 す る 例 を 用 い た が 平 行 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 穿 刺 ガ イ ド （ ガ イ ド 部 材 ） ３ ０ は 、 ガ イ ド 部 ３ １ と ガ イ ド 部 ３ １ の 上 端 側 の 取 付 け 部 ３
３ と か ら な る 。 ガ イ ド 部 ３ １ は 筒 状 で 、 穿 刺 針 Ｎ を 目 標 （ 患 部 ） の 方 向 に ガ イ ド す る ガ イ
ド 穴 ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 取 付 け 部 ３ ３ に は 、 複 数 の ロ ッ ク 爪 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
ガ イ ド 部 ３ １ は 、 ホ ル ダ ４ ０ の 取 付 け 穴 ４ ５ に 挿 入 さ れ 、 ロ ッ ク 爪 ３ ４ が 取 付 け 穴 ４ ５ の
係 止 部 ４ ７ に 係 止 さ れ 取 り 付 け ら れ 、 取 付 け 穴 ４ ５ 側 か ら 超 音 波 の 走 査 範 囲 の 体 表 に 貫 通
し て 、 穿 刺 針 Ｎ を 取 付 け 穴 ４ ５ 側 か ら 体 表 に ガ イ ド す る 。 ま た 、 ロ ッ ク 爪 ３ ４ の 係 止 を 解
除 す る こ と に よ り ホ ル ダ ４ ０ か ら 外 す こ と が 可 能 、 す な わ ち 挿 抜 可 能 と な っ て い る 。 ま た
、 ガ イ ド 部 ３ １ の 下 端 に は フ ラ ン ジ ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ホ ル ダ ４ ０ へ の 取 付 け
時 に 、 ガ イ ド 穴 ３ ２ の 中 心 軸 は 超 音 波 の 走 査 位 置 と な る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 水 袋 ２ ０ は 、 ホ ル ダ ４ ０ の 外 形 が 、 ホ ル ダ ４ ０ の 装 着 機 構 部 分 を 除 く 部 分 の 内 寸 と ほ ぼ
同 じ サ イ ズ に な る よ う に 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム な ど の 柔 軟 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ 、 ホ
ル ダ ４ ０ に 収 容 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ が プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ 装
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着 さ れ た と き に 、 上 面 ２ ３ は プ ロ ー ブ 面 １ ４ に 当 接 す る 。 ま た 、 下 面 ２ ４ は 診 断 時 に 体 表
に 当 接 さ せ る 面 で あ る 。 従 っ て 、 下 面 ２ ４ は ホ ル ダ ４ ０ の 下 開 口 部 ４ ２ に 倣 っ て 斜 面 形 状
を し て い る 。 水 袋 ２ ０ は 、 ホ ル ダ ４ ０ の 上 開 口 部 ４ １ 側 か ら 装 入 さ れ 、 水 袋 ２ ０ の 下 面 ２
４ 端 部 は 係 止 リ ブ ４ ３ に よ り 係 止 さ れ る が 、 水 袋 ２ ０ が 柔 軟 性 を 有 す る の で 水 袋 ２ ０ の 下
面 ２ ４ と ホ ル ダ ４ ０ の 下 開 口 部 ４ ２ と が ほ ぼ 同 じ 面 と な る 。 ま た 、 ホ ル ダ ４ ０ の 取 付 け 穴
４ ５ 側 す な わ ち 体 表 と の 距 離 が 大 き い 方 の 側 面 側 に 、 装 着 時 に 取 付 け 穴 ４ ５ を 介 し て 外 側
と 連 通 し 超 音 波 の 走 査 方 向 に 切 れ 込 む ス リ ッ ト ２ １ が 設 け ら れ 、 逆 止 弁 （ 注 水 部 ） ２ ２ が
ホ ル ダ ４ ０ の 注 水 口 ４ ６ の 位 置 に 外 側 と 連 通 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ス リ ッ ト ２ １ は
、 図 ４ に 示 す よ う に 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ を 包 み 込 む 。 ま た 、 ス リ ッ ト ２ １ の 下 面 ２ ４ 側 端 部 は
、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の フ ラ ン ジ ３ ５ に よ り 係 止 さ れ る が 、 水 袋 ２ ０ が 柔 軟 性 を 有 す る の で 水
袋 ２ ０ の 下 面 ２ ４ と 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の ガ イ ド 部 ３ １ 下 端 と が ほ ぼ 同 じ 面 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の よ う な 構 成 の 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ に よ れ ば 、 ホ ル ダ ４ ０ に 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ を 取 り 付
け 、 空 の 水 袋 ２ ０ を 収 容 し （ ホ ル ダ ４ ０ に 水 袋 ２ ０ が 収 容 で き る 程 度 で あ れ ば 水 袋 ２ ０ 内
に 入 っ て い て も よ い 。 ） 、 例 え ば 注 射 器 な ど を 用 い て 逆 止 弁 ２ ２ か ら 水 を 注 入 す る と 、 水
袋 ２ ０ の 内 部 は 水 で 満 た さ れ 、 さ ら に 水 を 注 入 す る と 、 逆 止 弁 ２ ２ か ら 水 は も れ な い の で
内 部 の 水 圧 が 上 が り 、 水 袋 ２ ０ は 膨 ら み 、 側 面 が ホ ル ダ ４ ０ と 密 着 し 、 ス リ ッ ト ２ １ で は
穿 刺 ガ イ ド ３ ０ を 包 み 込 ん で 密 着 す る 。 従 っ て 、 水 袋 ２ ０ と 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ と の 間 の 隙 間
の 発 生 を 抑 え る こ と が で き 、 隙 間 に よ る 画 像 の 欠 落 を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 穿 刺 ガ
イ ド ３ ０ の ガ イ ド 穴 ３ ２ に 、 例 え ば 音 響 ゼ リ ー な ど の 超 音 波 透 過 物 質 を 充 填 さ せ る こ と に
よ り 、 断 層 画 像 に 対 す る ガ イ ド 穴 ３ ２ の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る 。 そ し て 、 プ ロ ー ブ 本
体 １ ０ の プ ロ ー ブ 面 １ ４ を 水 袋 ２ ０ の 上 面 ２ ３ に 当 接 さ せ 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ を プ ロ ー ブ
本 体 １ ０ に 装 着 し （ 図 １ 参 照 ） 、 穿 刺 術 を 行 う 際 に 用 い る 。 ま た 、 水 以 外 で も 、 超 音 波 を
透 過 す る 液 体 で あ れ ば よ い 。 た だ し 、 人 体 の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス と 整 合 す る よ う に 設 定 さ
れ た も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 〔 使 用 態 様 〕
　 次 に 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ と プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ と を 含 ん で 構 成 さ れ る 本 実 施 形 態 に お け る
穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 使 用 態 様 に つ い て 図 ５ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本 穿 刺 ア
ダ プ タ ５ ０ が 装 着 さ れ た プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ を 穿 刺 術 に 用 い る 様 子 を 説 明 す る た め の 説 明 図
で あ る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ は 、 図 示 し な い 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま ず 、 体 表 に 水 袋 ２ ０ の 下 面 ２ ４ 側 を 当 接 さ せ て 穿 刺 目 標 の 患 部 が 断 層 画 像 と し て 超 音
波 診 断 装 置 の モ ニ タ に 表 示 さ れ る 画 像 表 示 範 囲 に 入 る よ う に し た 断 層 画 像 を 超 音 波 診 断 装
置 の モ ニ タ に 映 し 出 す 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 で 穿 刺 ガ イ ド ラ イ ン を 生 成 し て モ ニ タ の 断
層 画 像 に 重 畳 表 示 さ せ て 、 図 ５ に 示 す よ う に ガ イ ド ラ イ ン が 患 部 と 交 差 す る よ う に プ ロ ー
ブ の 位 置 を あ わ せ る 。 そ し て 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の ガ イ ド 穴 ３ ２ に 穿 刺 針 Ｎ を 挿 入 し て 、 ガ
イ ド 穴 ３ ２ に よ る ガ イ ド 下 で 刺 入 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の と き 、 図 ５ に 示 す よ う に 刺 入 開 始 位 置 が 画 像 表 示 範 囲 に あ る の で 患 部 ま で の 間 に ブ
ラ イ ン ド が な い 。 ま た 、 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ 端 か ら 患 部 方 向 は プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ と の 間 に 穿
刺 ア ダ プ タ ５ ０ が 無 い の で 鮮 明 な 断 層 画 像 が 映 し 出 さ れ る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ 本 体 １ ０ と の
間 に 穿 刺 ア ダ プ タ ５ ０ が あ る 範 囲 で も 水 袋 ２ ０ と 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ と が ス リ ッ ト を 介 す こ と
に よ り 密 着 性 が 向 上 し て い る の で 、 画 像 劣 化 を 抑 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 水 袋 ２ ０ に よ り 超 音 波 ビ ー ム の フ ォ ー カ ス 点 が 水 袋 ２ ０ に よ り オ フ セ ッ ト さ れ て
い る の で 、 体 表 直 下 の 断 層 画 像 の 分 解 能 が 向 上 し て い る 。 ま た 、 図 ５ の よ う に 患 部 が 体 表
直 下 に 位 置 す る 場 合 で あ っ て も 刺 入 開 始 位 置 を 患 部 の 近 く に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、
体 表 近 傍 の 患 部 に 対 す る 穿 刺 術 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-61513 A 2007.3.15



　 ま た 、 水 袋 ２ ０ は 貫 通 穴 で は な く ス リ ッ ト ２ １ で あ る か ら 、 容 易 に 開 く こ と が で き る か
ら 、 清 掃 や 消 毒 を 容 易 に お こ な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ８ に 図 ２ の ス リ ッ ト ２ １ と は 異 な る ス リ ッ ト の 例 を 示 す が 、 水 袋 ２ ０ の ス リ ッ
ト ２ １ 形 状 は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 下 面 ２ ４ 側 に な る に 従 い 切 れ 込 み が 大 き く な る よ
う な 斜 め の 溝 形 状 に 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 溝 形 状 と は 異 な り 図 ８ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 一 部 （ 図 で は 下 端 部 ） が 結 合 し た よ う な も の で あ っ て も よ い （ こ の 場 合 に は
、 ホ ル ダ ４ ０ に 袋 ２ ０ を 装 着 し た 後 に 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ を 取 り 付 け る 。 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に は 第 １ の 実
施 の 形 態 と 実 質 的 に 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 主 に 異 な る 点 に つ い て
述 べ る （ 以 下 の 他 の 実 施 の 形 態 も 同 様 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 ガ イ ド 部 ３ １ の 取 付 け 部 ３ ３ に 対 す る 角 度 が 異 な る 複 数 の 穿 刺
ガ イ ド ３ ０ を 用 意 し 、 異 な る 穿 刺 角 度 の 穿 刺 を 容 易 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 、 図 ６ に ガ イ ド 部 ３ １ の 取 付 け 部 ３ ３ に 対 す る 角 度 が 異 な る 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の 例
を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に は そ れ ぞ れ ガ イ ド 部 ３ １ の 取 付 け 部 ３ ３ に 対 す る 角 度 が Ａ
及 び Ｂ の 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の 例 を 示 し た 。 以 下 に お い て 、 角 度 が Ａ の 穿 刺 ガ イ ド を 穿 刺 ガ イ
ド ３ ０ Ａ 、 角 度 が Ｂ の 穿 刺 ガ イ ド を 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ｂ と い う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ａ 及 び 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ｂ を 用 い た 穿 刺 の 様 子 を 説 明 す る た め の
説 明 図 で あ る 。 図 ７ に よ れ ば 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ａ は 体 表 直 下 の 患 部 に 穿 刺 を 行 う 場 合 に 用
い 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ｂ は 体 表 か ら 離 れ た 患 部 に 穿 刺 を 行 う 場 合 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ａ 及 び 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ｂ は 、 本 例 で は 例 え ば ロ ッ ク 爪 ３ ４ を 取 付 け 穴 ４
５ の 係 止 部 ４ ７ に 係 止 さ せ て 取 り 付 け ら れ る の で 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ａ か ら 穿 刺 ガ イ ド ３ ０
Ｂ 、 ま た は 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ｂ か ら 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ａ に 交 換 す る 場 合 に は 、 既 に 取 り 付 け
ら れ て い る 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の ロ ッ ク 爪 ３ ４ を 解 除 し て 取 り 外 し 、 別 の 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ に 容
易 に 交 換 す る こ と が で き る 。 ま た 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ は 水 袋 ２ ０ の ス リ ッ ト ２ １ 内 で 位 置 が
変 わ る だ け で あ る か ら 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の 交 換 に 伴 う 水 袋 ２ ０ の 交 換 を 行 う 必 要 が な い 。 し
た が っ て 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の 交 換 が 容 易 で 、 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ の 交 換 だ け で 異 な る 穿 刺 角 度
に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ を 構 成 す る 各 部 を 示 す 分 解 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ の 構 成 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ に お け る 水 袋 の ス リ ッ ト 及 び 穿 刺 ガ イ ド を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に お け る 穿 刺 用 超 音 波 プ ロ ー ブ を 穿 刺 術 に 用 い る 様 子 を 説 明 す る た め
の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 穿 刺 ガ イ ド の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ａ 及 び 穿 刺 ガ イ ド ３ ０ Ｂ を 用 い た 穿 刺 の 様 子
を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ の ス リ ッ ト と は 異 な る ス リ ッ ト の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ 　 プ ロ ー ブ 本 体
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　 １ １ 　 探 触 子 部
　 １ ２ 　 把 持 部
　 １ ３ 　 接 続 ケ ー ブ ル
　 １ ４ 　 プ ロ ー ブ 面
　 ２ ０ 　 水 袋
　 ２ １ 　 ス リ ッ ト
　 ２ ２ 　 逆 止 弁
　 ２ ３ 　 上 面
　 ２ ４ 　 下 面
　 ３ ０ 　 穿 刺 ガ イ ド
　 ３ １ 　 ガ イ ド 部
　 ３ ２ 　 ガ イ ド 穴
　 ３ ３ 　 取 付 け 部
　 ３ ４ 　 ロ ッ ク 爪
　 ３ ５ 　 フ ラ ン ジ
　 ３ ６ 　 穿 刺 針 出 口
　 ４ ０ 　 ホ ル ダ
　 ４ １ 　 上 開 口 部
　 ４ ２ 　 下 開 口 部
　 ４ ３ 　 係 止 リ ブ
　 ４ ５ 　 取 付 け 穴
　 ４ ６ 　 注 水 口
　 ４ ７ 　 係 止 部
　 ５ ０ 　 穿 刺 ア ダ プ タ
　 Ｎ 　 穿 刺 針
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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